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年
以
上
も
焼
酎
造
り
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
家
族
や

友
人
、会
社
の
同
僚
だ
け
で
な
く
、『
お
い

し
い
』
と
言
っ
て
、
う
ち
の
焼
酎
を
買
っ

て
く
れ
る
人
も
含
め
た
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
受
賞
ま
で
の
道

の
り
を
ふ
り
返
り
、
周
囲
へ
の
感
謝
の

言
葉
を
口
に
さ
れ
た
黒
瀬
安
光
さ
ん
。

そ
ん
な
黒
瀬
さ
ん
は
、
昭
和
12

年
、

南
さ
つ
ま
市
笠
沙
町
黒
瀬
で
初
代
黒
瀬

杜
氏
で
あ
る
黒
瀬
金
次
郎
の
三
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。

15

歳
か
ら
九
州
各
地
の
蔵
元
を
回
っ

て
修
行
を
続
け
、
23

歳
と
い
う
異
例
の

早
さ
で
杜
氏
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
42

年
、
30

歳
の
時
に
鹿
児
島
酒

造
の
前
身
の
会
社
に
就
職
し
、
阿
久
根

市
に
定
住
。
こ
れ
ま
で
技
術
指
導
な
ど

で
受
け
入
れ
た
蔵
子
さ
ん
は
100

名
を
ゆ

う
に
超
え
る
そ
う
で
す
。

「
修
業
時
代
は
楽
し
い
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
失
敗
し
て
た
く
さ
ん
辛
い
思
い

を
し
た
。
だ
か
ら
、
蔵
子
さ
ん
の
気
持

ち
は
よ
く
分
か
る
。
私
が
知
っ
て
い
る

こ
と
で
助
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
何

で
も
全
部
、
包
み
隠
さ
ず
伝
授
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
」
と
話
す
黒
瀬
さ
ん
。

常
に
周
囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
献
身
的
に
次
代
の
担
い
手
を
育

て
よ
う
と
す
る
黒
瀬
さ
ん
の
姿
に
「
現

代
の
名
工
」
の
本
懐
が
垣
間
見
え
た
気

が
し
ま
し
た
。

「
60

現代の名工 黒瀬安光さん(76)
生労働省は11月６日、伝統工芸
や工業技術分野などで卓越した

技能者を表彰する「現代の名工」を
発表し、鹿児島酒造阿久根工場で総
杜氏を務める黒瀬安光さん（桑原城
下区在住）が選ばれました。出水地
区では初めて。県内の杜氏では２人
目の表彰者です。

厚

修行で九州各地の蔵元を回った黒瀬さん。様々な種類の
焼酎の原料や製造方法を学んだおかげで、焼酎造りに幅
ができたそうです。昨年は、国税局鑑評会で鹿児島県代
表蔵を、県本格焼酎鑑評会では総裁賞を受賞しています。

焼酎の仕上がり具合
を確かめる黒瀬さん。
焼酎への熱いまなざ
しは、60年以上経っ
た今でも変わらない。

「60年以上も焼酎造りに専念できたのは、
自分一人の力だけじゃない。
私を支えてくれた、 みんなのおかげです」

鹿児島酒造 総杜氏
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今月の題字

阿久根は自然がたくさん 

あり、きれいな場所もいっぱ

いで良いところです。

将来は保育士のように人を

喜ばせ、笑顔にさせられるよ

うな仕事につきたいです。

ひと言

溝み
ぞ

上う
え

　
麻ま

衣い

さ
ん

鶴
川
内
中
２
年

3 Akune

「育てている牛は、黒牛だから名前

はどの牛も牛舎では全部『クロ』と

呼んでいる。自分の子どもみたいで

本当にかわいいんだよね」と牛に語

りかけながら笑顔で話す川畑さん。

『クロ』も何だか嬉しそうに見える

のは気のせいであろうか。

Ａ
食
肉
か
ご
し
ま
南
薩
工
場
で
、

11

月
13

日
に
開
催
さ
れ
た
鹿
児
島

県
肉
牛
枝
肉
共
進
会
に
お
い
て
、
県
内

９
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た
肉
牛
80

頭
の

中
か
ら
、
川
畑
俊
孝
さ
ん
の
「
金
久
」

が
鹿
児
島
県
で
見
事
最
高
賞
で
あ
る 

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
ま

Ｊ

し
た
。

川
畑
さ
ん
は
、
「
半
ば
諦
め
て
い
た

の
で
、
ま
さ
か
最
高
賞
に
な
る
な
ん
て

と
、
も
う
び
っ
く
り
で
し
た
」
と
受
賞

時
の
感
想
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
。
（
敬
称
略
）

▽
最
優
秀
賞
１
席
　
川
畑
俊
孝

▽
最
優
秀
賞
９
席
　
㈱
マ
ル
善

ま
た
、
市
主
催
の
阿
久
根
市
肉
牛
枝

肉
共
進
会
が
11

月
21

日
、
㈱
阿
久
根
食

肉
流
通
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
。
（
敬
称
略
）

▽
最
優
秀
賞
　
㈱
マ
ル
善
（
松
ヶ
根
区
）

※
昨
年
に
引
き
続
き
大
会
２
連
覇
。

▽
優
秀
賞
　
山
﨑
英
二
（
横
手
区
）、

川
畑
俊
孝
（
山
下
馬
場
区
）、
石
澤
豊

樹
（
八
郷
区
）、築
地
新
公
女
（
牧
内
区
）

畜産農家を始めて今年で34年目と
いう川畑俊孝さん（左）。５年前
から勉強熱心な義妹の牛之濵伊喜
子さん（右）が手伝ってくれて非
常に助かっている、と照れくさそ
うに語っていました。

鹿
児
島
県
肉
牛
枝
肉
共
進
会

川
畑
俊
孝
さ
ん

(65)

グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

（
農
林
水
産
大
臣
賞
）



4Akune

月
８
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

平
成
25

年
市
民
表
彰
式
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
地
方
自
治
や
産
業
経

済
、
社
会
福
祉
な
ど
の
分
野
で
市
政
発

展
に
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
９
名
、
13

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

11

■
地
方
自
治
部
門

▽
谷
口
　
繁

市
議
会
議
員
５
期
18

年
７
か

月
。

■
一
般
篤
行
部
門

▽
阿
久
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
結
成
50

周
年
に
あ
た

り
、
阿
久
根
消
防
署
に
広
報
・ 

啓
発
活
動
用
の
軽
貨
物
車
を

寄
贈
し
、
地
域
消
防
活
動
に 

貢
献
。

■
地
方
自
治
部
門

▽
大
川
内
　
實
志

桐
野
下
区
長
勤
続
10

年

▽
前
田
　
勲

弓
木
野
区
長
勤
続
６
年

▽
松
下
　
輝
男

大
林
区
長
勤
続
５
年

▽
故
　
松
永
　
新
市

消
防
団
員
勤
続
36

年
、
消
防

団
副
団
長
勤
続
３
年
10

か
月
。

市
民
特
別
表
彰

功
労
者
表
彰

■
産
業
経
済
部
門

▽
真
鍋
　
正

指
導
農
業
士
と
し
て
19

年
に
わ
た
り

新
規
就
農
者
等
に
対
し
農
業
経
営
・
技

術
等
の
指
導
・
助
言
を
行
い
、
本
市
農

業
の
発
展
と
振
興
に
貢
献
。

▽
大
野
　
健
志

果
樹
生
産
に
よ
る
農
業
振
興
に
取
組

ま
れ
、
特
に
紅
甘
夏
の
販
売
促
進
活
動

を
精
力
的
に
展
開
し
、
そ
の
銘
柄
確
立

に
尽
力
。

▽
猿
樂
　
啓
市

菓
子
組
合
会
長
と
し
て
産
業
経
済
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
青
色

申
告
会
理
事
と
し
て
誠
実
な
記
帳
と
適

正
な
申
告
を
通
じ
、
事
業
経
営
の
健
全

化
に
尽
力
。

■
社
会
福
祉
部
門

▽
濵
邊
　
一
俊

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
長
と
し
て
16

年
に
わ
た
っ
て
知
的
障
が
い
者
の
権
利

拡
充
や
自
立
に
向
け
た
活
動
に
取
組

み
、
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

■
市
税
な
ど
の
納
税
優
良
団
体

▽
川
畑
中
区

▽
馬
見
塚
区

▽
落
区

▽
長
谷
区

▽
木
佐
木
野
区

▽
尾
原
区

▽
米
次
区

▽
田
代
中
区

▽
東
牧
内
区

▽
丸
内
区

▽
桐
野
下
区

▽
小
漉
区

市
税
な
ど
の
納
税
優
良
団
体

察
官
や
自
衛
官
、
消
防
士
な
ど
、

長
年
公
務
に
従
事
さ
れ
た
方
に
授

与
さ
れ
る
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
た

方
が
、
阿
久
根
市
に
３
名
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

警栄
え
あ
る
叙
勲

◇
防
衛
功
労

陸
上
自
衛
隊
に
勤
続
33

年
11

か
月
。

◇
消
防
功
労

消
防
士
と
し
て
勤
続
38

年
７
か
月
。

消
防
団
員
と
し
て
勤
続
38

年
10

か
月
。

瑞
宝
単
光
章
（
３
名
）

鶴薗 秀樹さん
（的場区）

元３等陸尉

宮田 嘉和さん
（波留区）

元阿久根地区
消防組合司令

橘　房昭さん
（大丸区）
元阿久根市消防団
副団長

市
民

表
彰
式

市
政
発
展
に

多
大
な
功
績

平成25年市民表彰および褒章受章者
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で
は
、
阿
久
根
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
等
設
計
業
務
を
委

託
す
る
設
計
者
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
で
選
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
は
、
当
初

20

者
の
参
加
表
明
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

の
資
格
審
査
お
よ
び
第
一
次
審
査
を
通

過
し
た
６
者
を
対
象
に
11

月
17

日
、
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
企
画
提
案
の
発
表
）
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
（
審
査
委
員
に
よ
る
聞
き
取

り
）
を
公
開
で
実
施
し
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
終
了
後
、
鹿
児
島
大
学
大
学
院
教

授
の
木
方
十
根
氏
を
委
員
長
と
す
る
阿

久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
等

設
計
者
選
定
委
員
会
で
厳
正
な
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
上
記
の
と
お
り
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
最
優
秀
者
と
な
っ
た
古
谷

誠
章
氏
を
設
計
者
と
し
、
阿
久
根
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
お
よ
び
阿
久

根
市
立
図
書
館
の
基
本
設
計
・
実
施
設

計
の
委
託
業
務
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
５
７

市 阿
久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
の
設
計
者
選
定

プロポーザルとは？

「設計案」を選定する

のではなく、「設計者」

を選ぶ入札方式です。

発注者との共同作業の

「パートナー」として、

そのプロジェクトに最

も適した創造力と技術

力・経験・実績を持つ

「設計者」を選定する

ものです。

s
図
書
館
を
併
設
し
た
阿
久
根
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
建
設
す
る

方
針
で
決
定
し
て
い
る
市
民
会
館
。

▲市民会館で行われた公開プレゼン
テーションの傍聴に約130名が集ま
りました。

▲古谷誠章氏の技術提案書の一部（全体配置イメージ）

t▲古谷誠章氏の技術提案書の一部

阿久根市民交流センター（仮称）等公募型設計プロポーザルに係る
プレゼンテーション・ヒアリングを公開で実施

阿久根市民交流センター(仮称)

最優秀設計者が

「古谷誠章氏」に決定
（有限会社ナスカ）
審査結果 応募者名 所　属　事　務　所
最優秀者 古谷　誠章 ㈲ナスカ
優 秀 者 古市　徹雄 ㈱古市徹雄都市建築研究所
佳 作 新居　千秋 ㈱新居千秋都市建築設計
佳 作 永池　雅人 ㈱梓設計

徳岡　昌克 ㈱徳岡設計
小嶋　一浩 ㈱シーラカンスアンドアソシエイツ



6Akune

久根駅前通り会

と本町通り会の

２つの通り会が商店

街グルメ№１決定戦

であるＳｈｏｗ－１

グルメグランプリに

初参戦しています。

現在、両通り会と

も本大会に向け地方

大会に出場してお

り、各会場では行列

ができてお昼前には

売り切れるなど、人

気急上昇中です。

なお、Ｓｈｏｗ－

１グルメグランプリ

の本大会が、平成26

年２月22日㈯、23日

㈰に、かごしま県民

交流センターで開催

されます。

お近くにお越しの

際には、ぜひ立ち

寄っていただき地元

商店街の応援をよろ

しくお願いします。

※問い合わせ先

Ｓｈｏｗ―１グルメ

グランプリ事務局

☎０９９（２５７）

９６９０

阿

阿久根新鮮朝市 ｉｎ Show-１ｸﾞﾙﾒｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ開催

月
12

日
㈰
、
阿
久
根
総
合
運
動
公

園
内
多
目
的
屋
内
練
習
場
周
辺

で
、
阿
久
根
新
鮮
朝
市 

ｉ
ｎ 

Ｓ
ｈ
ｏ

ｗ
ー
１
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
開
催
し

ま
す
。

地
元
で
あ
る
阿
久
根
駅
前
通
り
会

の
「
あ
く
ね
華
の
あ
じ
め
し
」、
本
町

通
り
会
の
「
阿
久
根
タ
カ
エ
ビ
丼
」
の

ほ
か
、
指
宿
市
の
「
温
た
ま
ら
ん
丼
」、

鹿
屋
市
の
「
か
の
や
黒
豚
カ
レ
ー
プ
リ

モ
コ
」、霧
島
市
の
「
き
り
し
ま
ん
ま
」、

西
之
表
市
の
「
た
ね
が
し
ま
山
海
丼
」

が
参
戦
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ

だ
け
で
な
く
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
自
衛
隊
車
両
や
ハ
ー

レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
の
展
示
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
ー
１

グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
商
工
観
光
課
に
チ

ラ
シ
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
駅
前
通
り
会

☎
０
９
９
６
（
７
９
）
３
０
８
８

１

前通り会では、新鮮

な真アジを使用した

「あくね華のあじめし」

を提供しています。

町通り会では、タカ

エビをかき揚げにし

た「阿久根タカエビ丼」

を提供しています。

駅本

s伊佐市で
開催された
地方大会。
長い行列で
スタッフに
思わず笑顔
が広がる。
もちろん昼
前に完売。

s霧島市で
開催された
地方大会。
長い行列が
でき、料理
の宣伝にも
熱が入りま
す。昼前に
は完売。

あくね華のあじめし
（阿久根駅前通り会）

阿久根タカエビ丼
（本町通り会）

阿久根駅前
通り会

本町　
通り会

地元通り会がShow-1グルメグランプリに初参戦

グルメ
グランプリ

い
ざ
、

商
店
街
グ
ル
メ

№1

決
定
戦
へ
！
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第67回
市総合文化祭

みんなで興そう！

文化の香るまちづくり
月２日、３日の２日間にわたって、第

67回市総合文化祭が開催され、約3,700
名が来場しました。市民会館大ホールで行

われた演芸部門では、前日祭から当日祭ま

で38団体、約440名が出演。詰めかけた大

勢の観客は、日頃の練習の成果を披露する

出演者に、惜しみない拍手や声援を送って

いました。

また、市民会館２階や保健センター、働

く女性の家で行われた展示部門では、市内

の園児や児童の元気あふれる作品のほか、

押し花や絵画の展示、茶道の実演が行われ、

来場者は思い思いに鑑賞していました。

11

Cultural Festival

折多小学校
創立120周年記念式典等

The 120th Anniversary

また一歩、 歴史を刻む
月10日、折多小学校体育館
で、同校の創立120周年記

念式典が開催されました。在校
生や保護者をはじめ、学校関係
者、卒業生、校区の方々が多数
出席しました。
また、式典に先立ち、鹿児島
読売テレビアナウンサーの岡本
善久氏による記念講演が行われ
たほか、保護者らの熱演が光る
演劇も披露されました。

11

木花流富松芳会

岩崎民謡教室
（津軽三味線）

阿久根めぐみ幼稚園・保育園

中央学級ハーモニカ講座

光
礁
大
学
踊
り
講
座
の

t「
阿
久
根
旅
情
」の
舞
踊

t
茶
道（
裏
千
家
）の
実
演

▼展示部門

KYTｱﾅｳﾝｻｰ　岡本善久氏

▲折多小学校の校歌を元気よく歌う子どもたち
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まちの話題　みんなのアルバム

▲「元気があれば
何でもできる」
と救助工作車に
乗る署員から激
励されて、一生
懸命に綱を引く
園児たち。

▲初日は28㎏出荷されました。

水消火器の体験s
後、「ボクも今度
から火を消せる
よ」と自信たっ
ぷりに話す園児
がいました。

「重たい。 消防士さんはこんなに重い服を

着て火を消していたんだね。 スゴイなー」

早掘りタケノコ出荷

イベント 幼年消防フェスティバルで消防体験

災予防週間の一環で、11月16日に阿久根地区
消防組合主催の「幼年消防フェスティバル」

が、市役所駐車場で行われました。幼稚園・保育
園の幼年消防クラブなど約200名が参加。
フェスでは、阿久根消防署員による救助者救出
訓練の見学や、防火服を着て消防車の前で記念撮
影をしたり、水消火器の体験、火災時の煙を疑似
体験するなどして楽しんでいました。
最も盛り上がっていたのが、救助工作車との綱
引き対決。みんなで力を合わせ、車両を引き寄せ
て勝利すると、園児たちは万歳などをして大喜び
していました。

火

掘りタケノコの出
荷が10月30日から

始まりました。12月２
日現在の出荷量は384㎏
と、昨年の約５倍の量
で今年は「豊作の年」
になりそうです。

早

ニュース
児島市の鴨池陸上競技場で11月

９日、ゆるキャラ30ｍ競争が 
開催され、阿久根市の観光ＰＲキャ

ラクター「阿っくん」も初参加しま

した。

結果は残念ながら最下位（第８位）

でしたが、今後も阿久根市の観光 
ＰＲを全力で頑張るそうです。

なお、「阿っくん」の出演依頼等

を希望される場合は、市役所の商工

観光課へお問い合わせください。

※問い合わせ先　商工観光課

☎０９９６－７３－１１１４

（直通）

鹿

t「
阿
っ
く
ん
」の
記
録
９
秒
５
。

 

一
位「
た
ま
お
ん
」は
何
と
５
秒
２
。

ゆるキャラ３０ｍ競走
「阿っくん」 最下位イベント
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久根幼稚園の年長さん（27名）が11月１日、
デイハウスふたばの利用者代表（４名）が

11月14日、阿久根大島のシカに自分たちで収穫
したサツマイモ合計約360㎏をプレゼントしま
した。
船で大島に渡り、直接シカにサツマイモを差
し出した園児や利用者たちは、シカがおいしそ
うに食べている様子を見て喜んでいました。

月17日、尾崎小学校で「簡単な朝食つくり
の学習」が行われました。北薩地域振興局

主催の事業で、子どもたちに朝ごはんの大切さ
を学んでもらうことが目的の体験学習。
調理実習では、学年ごとに朝食の定番「スク
ランブルエッグ」や具沢山の「スキムミルク入
り味噌汁」など４種類の料理を調理しました。
４年生の谷口星磨さんは「家で作るのとは違
う簡単な調理方法で驚いた」と話していました。

阿 10

阿久根幼稚園と
デイハウスふたばが
阿久根大島の
シカにサツマイモを
プレゼント

阿久根小５年生と
保護者が魚料理に挑戦
阿久根小５年生と
保護者が魚料理に挑戦

第24回
三笠旗争奪少年剣道大会

毎日の生活リズムは

栄養バランスのいい

「朝ごはん」 から

（尾崎小学校）

メ
ス
ジ
カ
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
そ
っ

t
と
差
し
出
す
園
児
た
ち
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
作
り

t
た
い
」
と
話
す
子
ど
も
も
。

ニュース

調理実習調理実習 イベント

食育活動

まちの話題　みんなのアルバム

久根小学校５年生96名とその保護者が、11

月１日、５日、８日に北さつま漁協女性部
の協力を得て、新鮮な魚を使った「カレー風味
揚げ」と「タカエビのマヨネーズ和え」を作り
ました。市の魚食普及事業の一環で実施。
参加者に調理実習の感想を尋ねたところ、「包
丁で手を切るかもと思って怖かったけど、自分
で魚がおろせておもしろかった」と話す子ども
や、保護者からは「今回を機に、もっと魚料理
に挑戦したい」と魚食について見直される方も
いらっしゃいました。

月３日、阿久根市総合体育館で第24回三笠
旗争奪少年剣道大会が行われました。小学

校の低学年と高学年、中学校男女の４つの部。
県内はもとより、熊本県勢を含めた76チーム

が参加し、攻防一体の白熱した試合が繰り広げ
られました。大会の結果は次のとおりです。

■大会結果　　　　　　　 （敬称略）
・小学校低学年　優勝　出水剣友Ａ
・小学校高学年　優勝　日当山剣道
・中学校男子　　優勝　高尾野
・中学校女子　　優勝　川内中央Ａ

阿 11

タ
カ
エ
ビ
の
下
ご
し
ら
え
の
仕
方
に
つ

t
い
て
指
導
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
。

タ
カ
エ
ビ
の
下
ご
し
ら
え
の
仕
方
に
つ

t
い
て
指
導
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
。

t
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
選
手
た
ち
。
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阿久根市政ニュース
市の取り組みなどについてお知らせします。

水産漁業に関することをテーマに

「市長と語る会」 を開催
11月28日、北さつま漁協の研修室で「水産漁業に関する

こと」をテーマにした「市長と語る会」を座談会形式で 
開催し、市民18名が参加されました。

水産漁業の現状や問題点、課題などについて多くの意見・

要望が出されました。今後も、各種テーマに沿った団体の

方を対象に随時開催していく予定です。

阿久根市と県産業廃棄物協会が

災害時の応援協定を結ぶ
11月13日、阿久根市と県産業廃棄物協会との災害応援 
協定の調印式が市役所で行われました。

この協定により、地震や台風災害でがれき等の廃棄物が

大量に発生した場合、同協会が運搬や処理において全面的

に協力してくださいます。

横座トンネルの防災訓練で

連携を確認
11月21日、県道阿久根東郷線の横座トンネル（1,292ｍ）
で交通事故を想定した防災訓練が行われました。

県や市、警察、消防など７機関の約70名が参加。パトカー

や救急車、消防車が出動し、車両誘導、負傷者の救出・搬送、

車への放水などを行いました。同トンネルは阿久根、薩摩

川内の行政、警察の管轄が接する地点となっており、毎年、

防災訓練が行われています。

出水 ・ 阿久根 ・ 長島の３地区で
山地防災パトロール隊合同結団式
10月29日、出水市の出水建設会館で森林土木協会出水支
部山地防災パトロール隊の３地区合同結団式が行われまし
た。パトロール隊は、山間部などで危険な場所がないかを
点検するとともに、災害時には県や市と連携して災害調査
や応急措置を行います。
阿久根地区では、山地防災ヘルパー（12名）が所属して
いる大川建設㈱や阿久根建設㈱、野村建設工業㈱、㈱前田
組、㈲若松組の５社で編成されており、山地防災活動の 
核として今後の活躍が期待されます。

市長と語る会

災害応援協定

横座トンネル

防災訓練　　

山地防災　　

パトロール隊

座長席に座り、参加者と直接意見を交わす
西平良将市長（北さつま漁協研修室）

調印した協定書を掲げる西平良将市長（左）
と県産業廃棄物協会の三谷純夫会長（右）

横座トンネル内で行われた防災訓練

山地防災パトロール隊合同結団式に出席した
参加者の方々（出水建設会館）
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１月
日 １㈬ ２㈭ ３㈮ ４㈯ ５㈰ ６㈪

市役所各課 平常どおり
休み（ただし、出生、死亡、婚姻などの届出は警備員室で預かります）

水 道 課

水道漏水当番店

平常どおり
㈱太田電機

㈲共和設備 ㈲貴島水道
㈱阿久根 ㈱阿久根

工業所　　 水道土木 水道土木
７３―２８００ ７３―０４５２ ７５―０６７９ ７３―１２２０ ７３―１２２０

家庭ゴミの
収　　　　集

燃やせるごみ
収　　　　集収 集 し ま せ ん

ゴミ処理場の
営　　　　業

休　　　　　　み
臨時営業 平常どおり

午前８時30分～ 午前８時30分～
午後４時30分　 午後４時30分　

12月
日 27㈮ 28㈯ 29㈰ 30㈪ 31㈫

市役所各課 平常どおり 休み（ただし、出生、死亡、婚姻などの届出は警備員室で預かります）

水 道 課 平常どおり

水道漏水当番店
㈱大石電機 ㈱大石電機 ㈱阿久根

㈲てらち
設備工業　 設備工業　 水道土木
７２―１６２２ ７２―１６２２ ７３―１２２０ ７４－０６６２

家庭ゴミの
収　　　　集

段ボール・
新聞等収集

収集しません
燃やせるごみ
特 別 収 集

収集しません

ゴミ処理場の
営　　　　業

平常どおり 臨　時　営　業
休　　み

午前８時30分～ 午前８時30分～ 午前８時30分～ 午前８時30分～
午後４時30分　 午後４時30分　 午後４時30分　 午前12時00分　

市役所業務、ゴミ出し、水道漏水当番市役所業務、ゴミ出し、水道漏水当番店
市外局番
０９９６

【 問い合わせ先一覧 】
■阿久根市役所
☎０９９６－７３―１２１１（代表）

■北薩広域行政事務組合
・可燃ごみ　環境センター
☎０９９６－７５―０７３９
・不燃ごみ　リサイクルセンター
☎０９９６－８４―４１１１

■し尿くみ取り
・㈲阿久根清掃社
☎０９９６－７２―０６２２
・㈱ロックス
☎０９９６－７３―１３１１
・ＯＦＦＩＣＥ　Ｋ２Ｃ　さつしん清掃
☎０９９６－７３―１４７３

末といえば大掃除です。
この時期は毎年、家庭か

ら一度に多量のごみが出ま
す。また、年明け最初の収集
日は普段より多くのごみが出
ます。ごみの減量にご協力く
ださい。

年

年年
末 始の

お知らせ

年
末
の

大
掃
除
。
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民生委員・児童委員
および主任児童委員紹介

任期：３年間
平成25年12月1日～平成28年11月30日

これから３年間、

よろしくお願いします

◆民生委員・児童委員 ※敬称略

担当地区 氏　　名 担当地区 氏　　名 担当地区 氏　　名

波留 新 町 幸 子 尾崎 若 松 妙 子 尻無（下） 寺 地 直 子

波留 榮 森 久 光 弓木野 落 　 勝 代 脇本馬場 野　﨑　美穗子

高松 大 曲 勝 明 遠矢 末 吉 　 優 脇本浜 播 磨 清 美

新町（西） 山 下 　 忠 山下馬場 植 村 滿 則 下村 都津川　美保子

新町（東） 法　福　サチ子 牟田、大林 川 畑 力 雄 上原 双 津 栄 子

町 佐 潟 俊 子 永田上・下 別 府 厚 子 筒田 双 津 郁 子

浜 福 田 健 二 折口東 山 口 勝 彦 桐野上・下 石 原 　 透

上野 鶴 﨑 武 則 内田、大下 秋 野 静 子
瀬之浦上、大渕
川

京 田 敏 子

大丸、遠見ケ岡 松 岡 春 生 丸内、陳之尾 貴　島　サエ子 瀬之浦下 松 木 　 功

倉津 洲 﨑 勝 利 佐潟 猿 樂 善 次 古里、松ケ根 椿 勝

潟（東） 川　原　陸奥雄 高之口 西　田　たづ子 槝之浦東 下 岡 峰 子

潟（西） 佐 泻 福 美 飛松 尾 上 英 二 槝之浦西、深田 赤　木　フミヱ

寺山 川 原 修 一 枦 宇 都 壽 男 黒之浜 福 留 ス ヨ

中村 宮　原　カヨ子 落 落 　 秀 喜 黒之上、大谷 西　村　みえ子

浦 山 田 久 子 馬見塚、大川島 馬見塚　桂　子 大漉 大 漉 海 治

牧内、東牧内 倉　光　スミコ 牛之浜 牛ノ濱　福　藏 小漉、八郷 田 上 文 雄

段 濱 﨑 邦 子 仲仁田 下 薗 洋 子

大尾 大 尾 富 子 中屋敷 中 野 和 子

栫、羽田 田 上 耕 一 的場 川 畑 洋 一

宮原、横手、
萇野

田 中 勇 一 川畑中 花 田 房 義

上桑、下桑、
木佐木野、長谷

児 玉 利 明 尻無（上） 寺 地 良 加

尾原、米次、
田代中・下

簗 瀬 良 子 尻無（中） 大 田 一 德

◆主任児童委員

氏　　名

榎　園　すま子

早 瀬 智 子

大 野 雅 子
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募集嘱託員・臨時職員
警備員・管理員
阿久根市では、次のとおり嘱託員、臨時職員及び警備員、管理員を募集します。

１　雇用期間　平成26年４月１日から平成27年３月31日まで

２　資　　格　応募資格等については、募集要項をご覧ください。

なお、本募集は「障害者の雇用の促進等に関する法律」の趣旨を踏まえて実施します。

障害者手帳の交付を受けている方は、雇用期間を延長する制度があります。

３　応募手続　⑴　提出書類　申請書１通および履歴書１通（障害者手帳をお持ちの方はその写し１通）

⑵　受付期間　平成25年12月16日㈪～平成26年１月10日㈮（土日祝日除く。）

４　提 出 先　各担当課で受け付けます。詳細については、担当課までお尋ねください。

５　選考日等　選考日および選考方法については、募集要項をご覧ください。

※募集要項及び申請書は、市役所市民相談室、各課窓口、三笠支所および大川出張所に用意しています。

【嘱託員・臨時職員】　市外局番：０９９６

番号 募　集　職　種　名 担　当　課 直通番号 番号 募　集　職　種　名 担　当　課 直通番号

１ 電話交換・放送業務等嘱託員

総 務 課

73 -1212
28 専門指導嘱託員（主任介護支援専門員）

地 域 包 括
支援センター 73 -1272２ 公用車整備・庁舎管理嘱託員 29 専門指導嘱託員（社会福祉士）

３ 交通安全専門指導員郵便物使送 73 -1210 30 訪 問 指 導 嘱 託 員（ 正 看 護 師 ）

４ 事 務 補 助 員 73 -1212 31 農村環境改善センター作業員

農 政 課 73 -1142５ 働 く 女 性 の 家 指 導 員 企 画 調 整 課 73 -1214 32 農村環境改善センター管理員

６ 市 税 等 収 納 嘱 託 員 税 務 課 73 -1202 33 鳥 獣 被 害 対 策 パ ト ロ ー ル 員

７ 市 役 所 窓 口 事 務 等 嘱 託 員

市 民 環 境 課

73 -1218 34 栽培漁業センター技術嘱託員
水 産 林 務 課 73 -1162

８ 不法投棄等監視・指導嘱託員

73 -1219
35 栽 培 漁 業 セ ン タ ー 作 業 員

９ 海 岸 清 掃 作 業 員 36 消 費 生 活 相 談 員 商 工 観 光 課 73 -1114
10 墓 地 調 査 台 帳 整 備 員 37 用 地 事 務 等 嘱 託 員

都 市 建 設 課

73 -118911 保 育 士 嘱 託 員

生きがい対策課

73 -1248

38 建 築 技 能（ 大 工 ） 嘱 託 員

12 保 育 園 看 護 師 嘱 託 員 39 市 営 住 宅 管 理 事 務 等 嘱 託 員

13 保 育 園 給 食 嘱 託 員 40 道 路 作 業 指 導 等 嘱 託 員
73 -1192

14 家 庭 相 談 員 41 道 路 維 持 作 業 補 助 員

15 老 人 専 門 指 導 員
73 -1241

42 建 築 技 能（ 大 工 ） 嘱 託 員

教 育 総 務 課 73 -125716 要 援 護 訪 問 相 談 嘱 託 員 43 学 校 図 書 館 嘱 託 員

17 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 保 育 士 72 -3939 44 学 校 用 務 員

18 保 健 師 嘱 託 員

健 康 増 進 課

73 -1228

45 学 校 教 育 支 援 教 員

学 校 教 育 課 73 -125819 栄 養 士 嘱 託 員 46 特 別 支 援 教 育 支 援 員

20 歯 科 衛 生 士 嘱 託 員 47 理 科 教 育 支 援 員

21 訪 問 指 導 嘱 託 員（ 保 健 予 防 ） 48 社 会 教 育 指 導 員 生 涯 学 習 課 72 -1051
22 訪 問 指 導 嘱 託 員（ 国 保 ）

73 -1224
49 三 笠 支 所 窓 口 事 務 等 嘱 託 員 三 笠 支 所 75 -0002

23 レ セ プ ト 点 検 事 務 嘱 託 員 50 大川出張所窓口事務等嘱託員

大 川 出 張 所 74 -000124 介護保険専門指導嘱託員（認定訪問調査員）
73 -1229

51 大 川 診 療 所 看 護 師 嘱 託 員

25 介護保険専門指導嘱託員（給付点検及び分析事務） 52 大 川 診 療 所 医 療 事 務 嘱 託 員

26 専門指導嘱託員（正看護師若しくは保健師）地 域 包 括
支援センター 73 -1272

53 簡 易 水 道 事 務 嘱 託 員
水 道 課 73 -1109

27 専門指導嘱託員（介護支援専門員） 54 上 水 道 事 務 嘱 託 員

【警備員・管理員】　市外局番：０９９６

番号 募　集　職　種　名 担　当　課 直通番号 番号 募　集　職　種　名 担　当　課 直通番号

55 市 役 所 庁 舎 警 備 員 総 務 課 73 -1212 60 青 年 の 家 管 理 員 生 涯 学 習 課 72 -1051
56 働 く 女 性 の 家 警 備 員 企 画 調 整 課 73 -1214 61 西 目 地 区 集 会 施 設 管 理 員

農 政 課 73 -1142
57 市 民 会 館 警 備 員

生 涯 学 習 課 72 -1051
62 農村環境改善センター警備員

58 脇 本 地 区 公 民 館 警 備 員 63 鶴 川 内 地 区 集 会 施 設 管 理 員 水 産 林 務 課 73 -1162
59 大 川 地 区 公 民 館 管 理 員
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平
成
26
年
度 

保
育
所
（
継
続
・
新
規
）

入
所
申
込
の
ご
案
内

成
26

年
４
月
１
日
以
降
に
保

育
所
へ
継
続
・
新
規
入
所
を

希
望
さ
れ
る
保
護
者
に
対
し
、
入

所
申
込
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間
お
よ
び
時
間

平
成
26

年
１
月
14

日
㈫
か
ら

平
成
26

年
１
月
31

日
㈮
ま
で

※
土
日
祝
日
は
除
く
。

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
７
時

平

◇
申
込
書
の
提
出
先

生
き
が
い
対
策
課

児
童
対
策
係

◇
申
込
方
法

【
継
続
入
所
】

現
在
、
入
所
中
の
保

育
所
（
平
成
25

年
12

月

現
在
）
を
通
じ
て
申
請

書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

必
要
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
新
規
入
所
】

生
き
が
い
対
策
課
児

童
対
策
係
、
大
川
出
張

所
、
三
笠
支
所
に
申
請

書
一
式
を
備
え
付
け
て

い
ま
す
。
必
要
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
入
所
資
格

父
・
母
と
も
に
働
い
て
い
る
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
家
庭
内
で
十
分
な
保
育

が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
乳
幼
児
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
父
・
母
と
も
に
働
い
て
い
る
場
合

（
内
職
も
含
む
）

…
就
労
証
明
書
（
父
、
母
分
）

②
母
妊
娠
中
、
も
し
く
は
出
産
後
で
間

が
な
い
場
合

…
母
子
手
帳
の
写
し

③
父
、
ま
た
は
母
親
が
心
身
に
障
が
い

が
あ
っ
て
働
け
な
い
、
も
し
く
は
児

童
を
保
育
で
き
な
い
場
合

…
医
師
の
診
断
書

④
父
、
ま
た
は
母
親
が
ほ
か
の
世
帯
員

を
常
時
監
護
、
介
護
し
て
い
る
場
合

…
医
師
の
診
断
書

◇
入
所
な
ど
の
決
定
に
つ
い
て

入
所
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
か
ら
、
申
請
書
の
審
査
等
を
行
い
、

入
所
決
定
い
た
し
ま
す
。

た
だ
し
、
入
所
条
件
に
合
致
し
な
い

場
合
は
入
所
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
児
童
対
策
係

（
市
役
所
１
階
　
⑤
番
窓
口
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
８

（
直
通
）

■市内保育園（所）一覧 （定員：平成25年12月１日現在）

保　育　所　名 所　在　地 電 話 番 号 定員 開　所　時　間

阿久根めぐみ保育園 波留５４６５－１ 0996-72-0431 20
通常　７：00～18：00

延長　18：00～19：00

阿 光 保 育 園 鶴見町１６２ 0996-73-1775 120
通常　７：00～18：00

延長　18：00～19：00

お り た 保 育 園 折口１６３３－３ 0996-75-0170 50
通常　７：00～18：00

延長　18：00～19：00

文 旦 保 育 園 脇本６３７ 0996-75-3310 90
通常　７：30～18：30

延長　18：30～19：00

みどりが丘保育園 赤瀬川８８７－１ 0996-73-3280 60
通常　７：00～18：00

延長　18：00～19：00

蓮 華 保 育 園 波留４５８ 0996-72-0043 90
通常　７：00～18：00

延長　18：00～19：00

み な み 保 育 園 西目２０８６ 0996-72-0473 70
通常　７：30～18：30

延長　18：30～19：00

※阿久根めぐみ保育園については、認定こども園となりますので、直接、阿久根
めぐみ保育園に書類を提出してください。
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健

コ

康

ー ナ ー

糖
が
高
め
で
、
食
事
に
気
を
つ

け
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
た
け
ど
、

ど
う
気
を
つ
け
た
ら
い
い
の
？
」
そ
ん

な
方
々
に
オ
ス
ス
メ
な
栄
養
を
中
心
と

し
た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◇
対
象
者

阿
久
根
市
に
住
所
の
あ
る
方
で

①
栄
養
教
室
に
興
味
の
あ
る
方

②
糖
尿
病
の
方
も
し
く
は
そ
の
家
族

③
最
近
太
っ
て
き
た
方
ま
た
は
健
診
で

血
糖
値
を
指
摘
さ
れ
た
方

「
血

◇
主
な
内
容

栄
養
講
座
、
調
理
実
習

◇
参
加
費
　
無
料

◇
日
　
程
（
全
２
回
）

平
成
26

年
１
月
25

日
㈯

平
成
26

年
２
月
１
日
㈯

◇
時
　
間
　
午
前
10

時
〜
正
午

◇
場
　
所

働
く
女
性
の
家
２
階
　
調
理
室

◇
定
　
員
　
30

名

◇
申
込
期
限

平
成
26

年
１
月
15

日
㈬

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
２
８

（
直
通
）

血
糖
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

い
い
栄
養
教
室

参
加
者
募
集
。

◇血糖とダイエットにいい栄養教室◇
実際に食事を作って、「今日から」使える
知識を身につける教室です。全２回。

毎日プラス１皿、

野菜で健康生活
大人が１日に必要とされる野菜は350ｇで、

日本の平均摂取量に１皿加えた量に相当し

ます。意識しておいしく野菜を摂ることで、 
理想的な食生活に近づきます。

そこで、今月号では、県と県栄養士会が県

民から募集して選定した「かんたんヘルシー

減塩レシピ」で優秀賞を受賞した料理を紹介

します。食塩が少なめで野菜たっぷり、脂質

控えめの簡単メニューです。

＋１皿…

【材　料】
・卵 ２個　　

・牛乳 大さじ２　Ａ

・塩麹 10㎖　　

・しらす干し 大さじ２

・えのきたけ １袋

・にんじん 小１本（70ｇ）

・オクラ 小４本（30ｇ）

・ミニトマト ８個（80ｇ）

・オリーブ油 小さじ２

【作り方】
①にんじんはせん切りにし、

オクラは斜め切りする。

しらす干しはさっと湯通

しする。えのきたけは食

べやすい大きさに切る。

②フライパンにオリーブ油

を入れて熱し、えのきた

けを軽く炒める。

③②の上ににんじん、オク

ラ、ミニトマトを重ねる。

④Ａを混ぜ合わせ、野菜の

上からまわしかける。

⑤しらす干しをのせ、弱火

にし、フライパンに蓋を

して蒸し焼きにする。

⎤
⎢
⎢
⎦

３分から５分でできるおしゃれな朝食のメニ
ューです。我が家では季節の野菜（自家菜園）
を使い毎日作って楽しんでいます。この一品
で野菜がたっぷりいただけます。

作成者/松山 眞知子様（霧島市）

s作成者のコメント
▲今回は減塩レシピを紹介しまし
たが、教室では「ダイエットに
いいレシピ」になります。ぜひ
教室に参加し、あなたのレシピ
を増やしてみませんか。

栄養成分 （１人あたり）
エネルギー 170㎉
たんぱく質 10.2ｇ
脂　　　質 10.0ｇ
炭 水 化 物 11.7ｇ
食 物 繊 維 3.6ｇ
食塩相当量 1.1ｇ

虹色の朝
優 秀 賞
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成
26

年
１
月
１
日
現
在
で
阿
久
根
市

に
住
所
の
あ
る
方
は
、
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

（
専
従
者
含
む
。）

②
給
与
収
入
の
み
で
社
会
保
険
に
加
入

し
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
が
さ
れ
、
源

泉
徴
収
票
を
交
付
さ
れ
た
方
（
勤
務
先

か
ら
市
に
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
す
。）

③
公
的
年
金
収
入
の
み
で
一
定
額
以
下
の
方

（
今
月
、
市
か
ら
桃
色
の
「
市
県
民
税

の
申
告
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
方
で

公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
）

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
保
険
税

（
料
）の
軽
減
判
定
に
必
要
な
た
め
、
所
得

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

公
的
年
金
収
入
の
方
で
右
記
の
③
以
外

の
方
は
、
所
得
税
・
市
県
民
税
が
課
税
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
支
払

機
関
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
公
的
年
金
源
泉

徴
収
票
」
を
持
参
し
、
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

申
告
に
は
、
収
入
、
経
費
、
控
除
等
が

わ
か
る
資
料
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
当
日
に
都
合
の
悪
い
方
は

３
月
３
日
か
ら
３
月
17

日
（
土
・
日
を
除

く
。）
ま
で
、
市
役
所
税
務
課
で
申
告
を

受
け
付
け
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
課
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
３
・
１
４
４
４
）

平成26年度　市県民税　　　　　　　 申告受付日程表
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

⎧
┃
┃
⎩

⎫
┃
┃
⎭

月 日 区　 名 時　間

１月
20日㈪

尻 無
（旧尻無上）

9：30～11：00

飛 松 9：30～11：00

尻 無
（ 南 畑 ）
（旧尻無下）

13：30～16：00

１月
21日㈫

仲 仁 田

9：30～11：30
中 屋 敷

的 場

川畑･川畑中

牛 之 浜 13：30～16：00

１月
22日㈬

大 川 島

9：00～11：30
馬 見 塚

枦

落

高 之 口 13：00～15：00

尻 無
（鈴木段）

15：30～17：00

１月
23日㈭

佐 潟 9：00～11：00

陳 之 尾 13：30～14：30

大 下 15：00～16：30

萇 野 13：30～14：30

弓 木 野 15：00～16：30

１月
24日㈮

尾 崎 9：00～11：00

山下馬場
13：30～16：30

遠 矢

１月
27日㈪

筒 田 9：30～11：30

内 田 13：30～15：00

大 林 15：30～16：30

月 日 区　 名 時　 間

１月

28日㈫

米 次 9：30～10：00

羽 田 10：30～11：30

尾 原 9：30～10：00

田 代 下 10：30～11：30

横 手

13：30～16：00宮 原

栫

１月

29日㈬

牟 田 9：00～11：00

木佐木野 13：30～14：30

丸 内 9：30～11：00

田 代 中 13：30～14：30

桑原城上

15：00～16：00桑原城下

長 谷

１月

30日㈭

桐 野 下 9：30～11：30

脇 本 浜
13：30～16：00

脇本馬場

１月

31日㈮

永 田 上 9：30～11：00

永 田 下
13：30～16：00

折 口 東

２月

３日㈪

黒 之 上 9：00～10：30

松 ケ 根 11：00～11：30

小 漉 13：30～14：30

深 田 9：30～11：30

八 郷 13：30～15：00

２月

４日㈫

瀬之浦上 9：30～11：30

瀬之浦下 13：30～15：30

月 日 区　 名 時　 間

２月

５日㈬

黒 之 浜
9：00～11：30

大 谷

槝之浦東
13：30～15：30

槝之浦西

２月

６日㈭

古 里 9：00～11：30

町
13：30～16：00

浜

大 漉 13：30～15：00

２月

７日㈮

下 村
9：00～11：30

上 原

桐 野 上 13：30～15：00

大 渕 川 15：30～16：00

２月

10日㈪

段 9：30～11：30

寺 山 13：30～14：30

高 松 15：00～16：00

２月

12日㈬

大 尾 9：30～11：30

中 村

13：30～16：30
牧 内

東 牧 内

浦

２月

13日㈭

上 野 9：30～11：00

波 留 13：30～16：00

２月

17日㈪

倉 津 9：30～11：00

大 丸
13：30～15：30

遠見ヶ岡

２月

18日㈫

潟 9：30～11：30

新 町 13：30～15：00

※申告会場については、個別にお届けします「市県民税の申告のお知らせ」や区の放送等で確認してください。
正当な理由がなく申告をしないと、過料が科される場合があります。

１月20日から市県民税　　　　　 　　　　の申告受付が始まります
⎧
┃
┃
⎩

⎫
┃
┃
⎭

国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

平
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１　健全化判断比率と資金不足比率
～国が定める早期健全化基準は、すべてクリア～

財政健全化法に基づく、平成24年度の健全化判断比率及び資金不足比率についての本市の状況は、

次の表のとおりとなりました。このうち、実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、実質赤字

額がないことから「－」で表示しています。平成24年度も赤字のない健全な状態です。実質公債費比

率については市債（借入金）の借入れの抑制、繰上償還（借入金の返済）等により、前年度に比べ0.7
ポイント減少し、将来負担比率については、繰上償還を行ったことにより市債（借入金）現在高等が

減少したため、前年度に比べ9.5ポイント減少しました。
本市は、いずれも国が定める早期健全化基準を超える数値はなく、県内19市の中では、実質公債費

比率は７位、将来負担比率は３位となり、これまでの行財政改革の推進により財政の健全化が向上し

ていることがわかります。

◇平成24年度健全化判断比率 （単位：％）

指　標　項　目 平成24年度 平成23年度 増　減 早期健全化基準

実質赤字比率

一般会計等の赤字の程度で、財政運営の深
刻度を示す指標です。

－ － － 14.29

連結実質赤字比率

阿久根市の全会計を対象とした実質赤字額
の程度で、市全体の財政運営の深刻度を示
す指標です。

－ － － 19.29

実質公債費比率

一般会計等が負担する公債費（借入金の返
済）等の財政負担の割合を示す指標です。

10.8 11.5 ▲0.7 25.0

将来負担比率

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債
額の割合を示す指標です。

14.2 23.7 ▲9.5 350.0

◇平成24年度資金不足比率 （単位：％）

会　　計　　名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計

資金不足額がないため資金不足比率は算定
されないことから「－」で表示しています。

－ 20.00

簡易水道特別会計

資金不足額がないため資金不足比率は算定
されないことから「－」で表示しています。

－ 20.00

水道事業会計および簡易水道特別会計の経営の健全性を判断する 
指標です。

資金不足比率については、資金不足額がないことから算定されず、

健全な経営が行われていることがわかります。

【特集】平成24年度決算報告
－市の財政状況についてお知らせします－
本市の平成24年度（平成24年４月１日～平成25年３月31日）の決算は、一般会計および特別 
会計を合わせて歳入187億4,904万円、歳出180億3,234万円であり、差し引き７億1,670万円の黒字
決算で、事業などの繰越しにより翌年度に繰り出すべき財源である4,033万円を差し引いた実質 
収支額も、６億7,637万円の黒字となり、これまで同様に黒字の状態が続いています。

※問い合わせ先　　財政課　財政係　☎０９９６－７３－１２１６（直通）
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《歳　　　　出》支出。年度内に行う事業などに要する費用のこと。
《民 生 費》高齢者や児童、身障者福祉などの社会福祉に使ったお金のこと。
《総 務 費》職員、嘱託職員等の給与や住民窓口、選挙費用、庁舎等の管理費など一般的な事務に

使ったお金のこと。
《公 債 費》道路や施設整備などの大規模な事業のために借り入れたお金の返済金のこと。
《土 木 費》道路や河川、公営住宅の整備などに使ったお金のこと。
《農林水産業費》農林水産業の振興、農林道や漁港整備などに使ったお金のこと。
《教 育 費》学校の施設整備や運営、社会教育などに使ったお金のこと。
《衛 生 費》皆さまの健康づくりやゴミ処理などに使ったお金のこと。
《消 防 費》消防防災施設の整備や消防業務などに使ったお金のこと。
《商 工 費》商工業や観光振興などに使ったお金のこと。

歳出についての財政用語解説

３　一般会計歳出（支出） 111億305万円
～前年度に比べ　　7,856万円の減～

歳出については、民生費が施設整備事業の終
了等により１億5,486万円の減、災害復旧事業
費が災害復旧事業の減少により１億5,546万円
の減、土木費が河川改修工事の終了等により
１億1,085万円の減となりました。
総務費が増額となったのは、市民交流セン
ター（仮称）建設のための基金創設等によるも
のです。
また、公債費は３億3,675万円の繰上償還を
行い、２億6,583万円の増となりました。

《歳　　　　　入》年度内におけるすべての収入のことであり、この収入をもって１年間に支出する事業
などの費用をまかないます。

《市　　　　　税》皆さまが市に納めた住民税や固定資産税などの税金のこと。
《繰　　入　　金》特別会計から入ったお金や基金（貯金）から取り崩して歳入に充てたもの。
《地 方 交 付 税》国が徴収した所得税、法人税、酒税などの中から市の財政的な需要に応じて国から

交付されるお金のこと。
《市　　　　　債》市が公共事業などの大きな事業を行うために国や金融機関などから借り入れたお金

（借入金）のこと。
《国庫・県支出金》使い道が限定されたお金で、国または県から補助、交付されるもの。

歳入についての財政用語解説

２　一般会計歳入（収入） 116億1,617万円
～前年度に比べ　　2,777万円の減～

歳入については、一部を除き減少しています。
市税については、固定資産税の評価替え等によ
り2,191万円減少し、また阿久根市の主要財源
である地方交付税は近年増加傾向にありました
が、平成24年度は前年度に比べ、１億8,784万
円減少しました。
また、国庫・県支出金は災害復旧事業の減少
や施設整備事業の終了等に伴い、２億9,102万
円減少しました。

市税
19億857万円
（16.43％）

地方交付税
43億9,382万円
（37.83％）

国庫支出金
12億2,904万円
（10.58％）

県支出金
8億8,412万円
（7.61％）

市債
8億7,270万円
（7.51％）

その他交付金（3.20％）
3億7,158万円

その他
6億7,651万円
（5.82％）

繰入金
9億7,914万円
（8.43％） 諸収入

2億2,702万円
（1.96％）
財産収入
7,367万円
（0.63％）

依
存
財
源
（
6

6.73％）

自主財

源
（
3
3.2

7 ％
）

歳入合計

116億
1,617万円

民生費
39億307万円
（35.15％）

総務費
22億666万円
（19.87％）

公債費
16億5,349万円
（14.89％）

土木費
5億8,160万円
（5.24％）

農林水産業費
6億953万円
（5.49％）

教育費
8億8,716万円
（7.99％）

衛生費
5億6,377万円
（5.08％） 消防費（2.89％）

3億2,114万円

商工費（1.50％）
1億6,629万円

その他（1.90％）
2億1,034万円

歳出合計

111億
305万円
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【特集】平成24年度決算報告

４　特別・企業会計
～引き続き健全な運営状況～

会計別 会　計　名 歳　入 歳　出 差引額

特別会計

国 民 健 康 保 険 38億1,263万円 36億9,698万円 1億1,565万円
簡 易 水 道 3億8,011万円 3億2,693万円 5,317万円
交 通 災 害 共 済 594万円 498万円 96万円

介 護 保 険 26億4,081万円 26億 744万円 3,338万円
後期高齢者医療 2億9,338万円 2億9,296万円 42万円

会計別 会　計　名 収　入 支　出

企業会計
水道事業（収益的） 3億7,140万円 3億 465万円

水道事業（資本的） 0万円 1億3,756万円

６　市債（借入金）について
～市債残高は５年間で約15億9,947万円減り、

平成24年度末　96億3,152万円～

市債残高については、繰上償還や市債借入額を抑
制することで、過去10年を見ても年々減少してきて
います。
平成20年度末は112億3,098万円でしたが、平成24

年度は3億3,675万円の繰上償還（返済）を行い、借
入額を抑制することで、平成24年度末現在で96億
3,152万円となっています。
また、平成24年度の市債借入額については、学校
の耐震補強や河川改修工事の終了等に伴い、減少し
ています。今後も市債借入額の抑制等に努める必要
があります。

国保や介護、水道事業
など特定の事業を運営す
るために一般会計と区別
した特別会計と企業会計
があります。企業会計に
おいても17ページの資金
不足比率の表にあるとお
り、継続して健全な経営
状態にあるといえます。

５　基金（貯金）について
～基金残高は５年間で約16億1,534万円増え、平成24年度末　43億7,845万円～

基金（貯金）残高については、年々増加
しています。平成24年度については、減債
基金を除き増加していますが、その他特定
目的基金が大きく増加しているのは市民交
流センター（仮称）建設のための基金創設
によるものです。
また、減債基金については、繰上償還を 
行うため基金の取崩しを行ったことに 
より、減少しています。
今後も大規模な事業が計画されている
ことから、より一層の経費削減に取り組み、基金を積み立てておく必要があります。

《財政調整基金》年度間の財政の健全な運営をするために設置している貯金で、具体的には財源不足時
の穴埋めや災害などで緊急に必要となったときに役立てるものになります。

《減　債　基　金》市債の返済を計画的に行うための貯金です。具体的には、市債返済額の増加等が原因
で他の経費を圧迫するとき、財源として充てることになります。

《その他特目基金》各種事業などの特定目的のために資金を積み立てるための貯金で、市有施設整備基金
や読書推進基金などがあります。

基金についての財政用語解説
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　 ら し の 情 報 く s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

本
物
。
鹿
児
島
県
」
北
薩
ホ
ン
モ
ノ
の

食
材
Ｐ
Ｒ
助
成
事
業
の
活
用
者
募
集

「
北
薩
摩
振
興
推
進
協
議
会
で
は
、
北
薩
地

域
の
農
林
水
産
物
を
県
内
に
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者

北
薩
地
域
の
農
林
水
産
物
を
県
民
に
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
情
報
発
信
、
イ
ベ
ン

学
校
給
食
用
物
資
の

納
入
希
望
者
を
公
募
し
ま
す

阿
久
根
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
26
年
度
給
食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
さ
れ

る
市
内
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

納
入
を
希
望
さ
れ
る
業
者
の
方
は
、
平
成

26
年
１
月
７
日
㈫
か
ら
１
月
31
日
㈮
ま
で
の

間
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

な
お
、申
込
書（
指
定
願
）は
、同
セ
ン
タ
ー

で
準
備
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
法
人
組
織

に
よ
る
大
規
模
小
売
店
（
通
称
ス
ー
パ
ー
）

は
除
き
ま
す
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
７
０
８
１

ト
等
を
行
う
団
体

◇
助
成
対
象
経
費

情
報
発
信
、
イ
ベ
ン
ト
に
必
要
な
経
費

◇
助
成
限
度
額
　
１
案
件
　
20
万
円

◇
募
集
期
間
　
平
成
26
年
１
月
末
ま
で

※
問
い
合
わ
せ
先

北
薩
摩
振
興
推
進
協
議
会
事
務
局

（
県
北
薩
地
域
振
興
局
農
林
水
産
総
務
課
）

☎
０
９
９
６
（
２
５
）
５
５
０
２

か
ら
い
も
交
流
・
春

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

日
本
の
大
学
に
い
る
外
国
留
学
生
を
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇
受
入
期
間
　
３
月
８
日
〜
３
月
23
日

◇
申
込
締
切
　
１
月
31
日
㈮

※
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流

北
薩
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
　
西
牟
田

☎
０
９
０
（
３
６
０
９
）
１
１
２
８

移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の
開
設

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の
『
移

動
ね
ん
き
ん
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な

ど
が
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
予
約
の
際
は
、「
相
談
内
容
」・「
氏
名
」・

「
基
礎
年
金
番
号
」・「
連
絡
先
（
電
話
番
号
）」

な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
１
月
23
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で

に
待
合
室
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

◇
場
所
　
市
民
会
館

第
２
会
議
室（
２
階
）

◇
持
参
す
る
も
の

・
印
か
ん

・
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、

ね
ん
き
ん
特
別
便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
等

・
本
人
確
認
の
で
き
る
資
料

※
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど

ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
も
必

要
で
す
。

◇
予
約
受
付
　
１
月
６
日
〜
１
月
16
日（
厳
守
）

※
予
約
受
付
先

市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８
（
直
通
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
請
に
つ
い
て

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成
26
年
度

の
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作
成

す
る
た
め
、
１
月
１
日
現
在
で
そ
の
資
格
を

調
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
12
月
中
旬
ご
ろ
、
個
別
に

申
請
書
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
選
挙
人
名
簿

の
登
載
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
区
長
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
る
場
合

１
月
８
日
㈬
ま
で
に
区
長
へ

・
直
接
提
出
さ
れ
る
場
合

１
月
10

日
㈮
ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務 

局
へ

※
問
い
合
わ
せ
先

・
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３)

１
２
４
９
（
直
通
）

・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

☎
０
９
９
６
（
７
３)

１
２
６
７
（
直
通
）

僕のホンダCD125

発動機

皆
で
青
春
を
熱
く

　
　
　
　か
た
ろ
う
よ

20Akune

今
月
は

何
が
あ
る
の
か
な
？
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　 ら し の 情 報 く s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） s三笠支所☎0996-75-0002 s大川出張所☎0996-74-0001

まちのイベント紹介
１月５日(日)
午後１時～　受付

１月12日(日)
午前８時30分～

阿久根市民会館
大ホール

阿久根市民会館
前広場

平成26年
成人式

平成26年
消防出初式

問い合わせ先

問い合わせ先

生涯学習課（市民会館）

☎0996-72-1051

阿久根消防署

☎0996-72-0119

平成５年４月２日から平成６年４月１日までの出生者で、阿
久根市に住民登録をしている方のほか、過去に本市に在住経験
があり、本市での成人式出席を希望される方も出席できますの
で、12月26日㈭までに生涯学習課へご連絡ください。

新春恒例の消防出初式が開催されます。1年間の無火災の実
現と市民の安心・安全を願うとともに、訓練や行進などを通じ
て災害に立ち向かう「阿久根消防」の姿を披露します。

新

償

築
・
増
築
・
解
体
し
た
建
物
は

あ
り
ま
せ
ん
か

却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

税
務
課
固
定
資
産
税
係
で
は
、
平
成
25
年

１
月
２
日
以
降
に
新
築
・
増
築
・
解
体
し
た

建
物
の
確
認
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
解
体
し
た
建
物
に
つ
い
て
は
、
解

体
（
滅
失
）
し
た
と
い
う
届
け
出
が
な
い
と
、

誤
っ
て
課
税
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
建
物
を
解
体
し
、
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い

方
ま
た
は
平
成
26
年
１
月
１
日
ま
で
に
家

屋
を
解
体
す
る
予
定
の
方
は
、早
め
に
税
務

課
固
定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
固
定
資
産
税
の
家
屋
は
、
毎
年
１
月
１
日

時
点
で
現
存
し
て
い
る
建
物
に
課
税
い
た

し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先 

税
務
課 

固
定
資
産
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
４
（
直
通
）

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産
台
帳
の
登

録
と
そ
の
価
格
決
定
に
必
要
な
事
項
を
毎
年
、

申
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮
ま
で
に
税
務
課
固

定
資
産
税
係
ま
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
償
却
資
産
と
は

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営

さ
れ
て
い
る
方
が
、
事
業
の
た
め
に
所
有
し

て
い
る
次
の
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

①
構
造
物
　
②
機
械
・
装
置
　
③
船
舶

④
航
空
機
　
⑤
車
両
・
運
搬
具

⑥
工
具
・
器
具
・
備
品
な
ど

ま
た
、
固
定
価
格
買
取
制
度
の
認
定
を
受

け
て
取
得
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
（
太
陽
光
発
電
設
備
）
も
償
却
資
産

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
低
圧
か
つ
10
Ｋ
Ｗ
未
満
の
住
宅

等
太
陽
光
発
電
設
備
は
、
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

固
定
資
産
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
４
（
直
通
）

年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
運
動

12

月
10

日
㈫
か
ら
１
月
10

日
㈮
ま
で 

「
年
末
年
始

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
で

事
故
防
止
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
こ
の
時
期
は
、
飲
酒
の
機
会

も
多
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
「
飲
酒

運
転
８（
や
っ
）せ
ん
運
動
」
を
展
開
し
、
飲

酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

海
の「
も
し
も
」は
１
１
８
番

毎
年
１
月
18

日
は 

１
１
８
番
の
日
で
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

１
１
８
番
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

・
海
難
人
身
事
故
に
遭
遇
し
た
、
ま
た
は 

目
撃
し
た

・
油
の
排
出
等
を
発
見
し
た

・
不
審
な
船
を
発
見
し
た

・
密
航
・
密
輸
事
犯
な
ど
の
情
報
を
得
た

…
な
ど

※
問
い
合
わ
せ
先

串
木
野
海
上
保
安
部
　
管
理
課

☎
０
９
９
６
（
３
２
）
２
２
０
５
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▲受賞した子ど

もたち。受賞校

のパネルは出水

市産業祭で展示

され、阿久根市

の文化祭では市

内全小・中学校

の取組がパネル

展示されました。

年末年始休館のお知らせ
立図書館は12月29日㈰～１月３日㈮まで 
休館となります。なお、本の返却は、休館

明けにお願いいたします。
また、１月19日㈰から26日
㈰まで古雑誌の無料配布を行
いますのでご利用ください。

新刊案内
・『黒書院の六兵衛』 浅田　次郎（著）

戦開城決した江戸城に、
てこでも動かぬ旗本がひ

とり。旧幕臣の正体があきら
かになるにつれ、城中の誰も
が遠ざけ、恐れて追い出せな
い…。幕末の武士の屈託まで
描き出す、時代ミステリー。

・『ガンコロリン』 海堂　尊（著）
の新薬開発をめぐる大騒動のて
ん末を描く表題作ほか、完全な

健康体を作り出す国家プロジェクト
に選ばれた男の悲喜劇を綴る「健康
増進モデル事業」など、医療小説全
５編を収録。

・『潜航せよ』 福田　和代（著）
空自衛隊の海栗島分屯基地。安
濃監視小隊長の赴任と時を同じ

くして、中国の戦略型原子力潜水艦
が日本海で原因不明の爆発事故を　
起こす。遠野一等空尉は安濃が別人
であることに気づき…。

・『わたしのすてきなクリスマスツリー』
ダーロフ･イプカー（作）やましたはるお（訳）

から見える冬ざれの雪景色。
庭にそびえる１本のツリーに 

は、１つの星が神々しく輝いて　
いる。そこに集うのは、野や森の
魅力的な生きものたち…。クリス
マスの美しい風景を、鮮やかな色
づかいで描いた絵本。

図書館へ行こうY 市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　午前９時～午後７時

市

不 航

窓夢

祭りでは、各小・中学校の多読者
表彰式やおはなしの実演、廃棄本
の無料配布なども行われました。

『
本
に
親
し
む
つ
ど
い
』

（
図
書
館
祭
り
）
大
盛
況
。

11/24㈰

と尾崎小学校、大川中学校を含
む上位11校が２次審査に進み、
３校とも次のとおり素晴らしい
結果を残しました。
■最優秀賞（中学校の部）
大川中学校
■優秀賞（小学校の部）
尾崎小学校、山下小学校

月26日、出水中央公民館
で、出水地区の全小・中

学校エコ活動コンクールの１
次審査を通過した小・中学校
による２次審査会が開催され
ました。
コンクールは、㈳鹿児島県
産業廃棄物協会出水支部創立
20周年記念事業の一環とし
て、同協会主催で行われたも
のです。子どもたちに地球環
境保全への意識高揚を図るこ
とを目的に、出水地区の全
小・中学校（49校）に呼びか
けて開催されました。
今年９月には、各小・中学
校が４月から８月までの５か
月間、エコ活動に取り組んだ
様子やその成果等をまとめた
パネルによる１次審査が行わ
れました。本市の山下小学校

10

最優秀賞に大川中、優秀賞に尾崎小と山下小

E
c
o
 C

o
n
te

st●

出
水
地
区
小
・
中
学
校

エ
コ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
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阿 久 根 短 歌 会阿 久 根 短 歌 会
※送り仮名は歴史的仮名使いを使用しています。

癌
を
病
む
義
姉
の
訃
報
の
入
り
し
朝
　
木
犀
の
香
が
風
に
さ
ま
よ
ふ 

有
田
イ
チ
エ

ふ
り
そ
そ
ぐ
秋
の
ひ
か
り
に
ハ
ラ
ハ
ラ
と
舞
ひ
散
る
枯
葉
肩
に
触
れ
ゆ
く 

佐
潟
　
俊
子

月
ご
よ
み
残
る
は
一
枚
し
の
び
寄
る
冬
の
足
音
　
師
走
に
入
り
ぬ 

野
村
　
克
江

コ
ス
モ
ス
の
花
い
ち
め
ん
に
咲
き
て
ゐ
る
上
場
高
原
風
に
そ
よ
ぎ
ぬ 

川
畑
　
ス
ミ

百さ
る
す
べ
り

日
紅
暑
さ
耐
へ
つ
つ
咲
き
た
れ
ど
垣
に
は
早
も
萩
の
こ
ぼ
る
る 

遠
矢
　
　
律

手た

折
り
し
て
君
が
く
れ
た
る
金
木
犀
の
に
ほ
ひ
恋
し
き
三
日
月
の
夜 

飛
松
　
保
子

満
点
の
星
仰
ぎ
つ
つ
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
夫
と
帰
る
ほ
ろ
酔
ひ
の
道 

谷
口
久
美
子

十
月
の
二
十
四
日
は
誕
生
日
　
入
院
の
身
に
う
か
ら
の
や
さ
し 

河
南
誠
一
郎

色
冴
え
て
遠
山
お
ろ
し
に
揉
ま
れ
つ
つ
コ
ス
モ
ス
終
ら
む
秋
深
ま
り
ぬ 

白
濵
　
ノ
ブ

風
の
音
に
誘
は
れ
仰
ぐ
杉
の
秀ほ

に
歪
み
し
月
が
か
ら
ま
り
て
照
る 

別
府
　
義
明

　
現
代
の
名
工
に
黒
瀬
安
光
さ
ん
、
技

能
五
輪
国
際
大
会
で
世
界
２
位
と
な
っ

た
本
市
出
身
の
本
翔
平
さ
ん
、
鶴
川
内

中
学
校
の
生
徒
が
発
見
し
た
カ
ス
ミ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
新
し
い
試
み
で
開
催

し
、
大
盛
況
だ
っ
た
阿
久
根
は
な
＊
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ａ
＊
華
ま
つ
り
な
ど
、
今
年
の
広

報
あ
く
ね
は
何
か
と
明
る
い
話
題
が
盛

り
沢
山
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
来
春
に
は
阿
久
根

駅
舎
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建
設
事
業
も

進
行
中
で
す
。
正
直
、
今
か
ら
紙
面
で

ど
の
よ
う
に
し
て
お
知
ら
せ
し
よ
う
か

と
思
案
中
で
す
。

　
来
年
も
ま
す
ま
す
元
気
に
紙
面
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

（
寺
園
）

人のうごき
11月30日現在

（　）は前月比

人　口
22,646人
（－21人）

男
10,629人
（＋6人）

女
12,017人
（－27人）

世帯数
10,525世帯
（－12世帯）

出 生 11人
死 亡 35人
転 入 44人
転 出 41人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

謹
ん
でお悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

所
﨑
　
大だ
い

輝き

　
慎
　
也
（
市
　
外
）

古
田
　
陸り

く

翔と

　
健
太
郎
（
牛
之
浜
）

石
本
　
修

し
ゅ
う

也や

　
和
　
也
（
深
　
田
）

牛
ノ
濵
咲さ

笑え

　
勇
　
司
（
中
　
村
）

前
田
　
櫂か

い

　
　
デ
レ
ー
ニ
・

ド

ミ

ニ

ク
（
弓
木
野
）

柏
木
　
晴は

る

喜き

　
清
　
彦
（
高
之
口
）

中
園
　
大た

い

誠せ
い

　
悠
　
太
（
　
段
　
）

川
下
　
生い

勢せ

　
　
翔
　
（
市
　
外
）

的
場
姫き

唯い

菜な

　
亮
佑
樹
（
市
　
外
）

池
川
　
翔

し
ょ
う

　
　
祐
　
介
（
山
下
馬
場
）

折
口
　
太た

い

尊そ
ん

　
龍
　
次
（
古
　
里
）

楠
木
　
樹じ

ゅ

奈な

　
基
　
樹
（
瀬
之
浦
上
）

馬
場
　
健け

ん

斗と

　
英
　
樹
（
上
　
原
）

有
馬
　
千ち

秋あ
き

　
雄
　
輝
（
市
　
外
）

日
當
瀬
末
治
85
（
田
代
中
）
小
田
村
幸
子

宮
路
ト
シ
子
89
（
山
下
馬
場
）
敏
　
雄

盛
永
　
昇
　
97
（
尾
　
崎
）　

均

野
﨑
ミ
ツ
ヱ
94
（
脇
本
馬
場
）
末
　
男

溝
口
キ
ヨ
子
79
（
的
　
場
）　

雅

新
藏
幸
太
郎
88
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中
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）
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正
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）
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濵
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）
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﨑
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氏
　
名
　
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

　
氏
　
名
　
　
保
護
者
（
区
　
名
）

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

阿久根商工会議所会頭に
下園　満　氏が就任

任期満了に伴う役員改選により、11月１日付けで
阿久根商工会議所会頭に就任された下園満氏（写真
中央）や副会頭の枦壽一氏（写真右端）、専務理事
の黒川健二氏（写真左から２人目）が市役所を表敬
訪問されました。会頭の下園氏は「微力ながら地域
に貢献する商工会議所になるよう努力していきた
い」と抱負を語っていただきました。なお、もう一
人の副会頭には鮫島一正氏が就任されました。
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月号は、今年４月１日に発足した阿久

根市で一番元気な『阿久根市女性消防

団員』を紹介します。「慣れないせいか、

規律訓練がなかなか揃わなくって」と取材

時に苦笑いされていた団員の皆さん。毎月

１回集まっては、消防職員の指導のもと勉

強会を実施しているそうです。

消防長の花田清治さんは、「元気がある

ばかりでなく、『私たちの力で市民を守り

たい』と積極的に活動してくれています。

そのような姿に、消防署としては頭が下が

るばかりです」と、にこやかに目を細めな

がら話してくださいました。

団員の方々に今後の目標について尋ねた

ところ、即答で「女性消防操法大会に出た

い！」とのこと。お手柔らかによろしく 
お願いします。

今

◇団員の年齢：
22～○歳（秘密です）
◇団員の願い：
みんなの安心安全な暮らしが
私たちの願いです♥

◇団員の将来の夢：
目指せ、女性消防操法大会 
出場！

者元気
モン

アクネの

ＦＲＥＳＨ ＳＭＩＬＥ
フレスマ プラス

＋
阿久根市
女性消防団員
まもり隊の皆さん

（８名）
t
「
活
動
中
に
市
民
の
方
か
ら
掛
け
ら
れ
る
温
か
い
言
葉

が
嬉
し
い
で
す
」
と
話
す
団
員
の
皆
さ
ん
。

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
や
弁
当
も
出
来
ま
す

本
の
好
き
な
方
い
っ
ぱ
い
有
り
ま
す

モーニングセット

阿久根市塩鶴町1-89
（店主）岩崎一男

ソフトパン・サラダ・果物・つまみ・ゆで卵・有機栽培コーヒー

500円 めぐみ福祉タクシー
病院、買い物、冠婚葬祭など
お気軽にご利用ください。
車イスのまま乗れる便利なタクシーです。
初乗運賃　600円

でんわ　0996-74-2100
ケイタイ　080-5260-2100

http://megumifukushitaxi.web.fc2.com/

予約
優先

なが　 しま

よね　 だ


